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野村時間分散投資「日経225・国内債券」 
（限定追加型） 

愛称：地道にコツコツ 
償還運用報告書(全体版) 

 
第６期（償還日2020年12月18日） 

 
作成対象期間（2019年12月19日～2020年12月18日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
このたび、約款の規定にもとづき償還決算を行い、償還価額が決定いたしました。 
ここに設定日から償還までの運用経過をご報告いたしますとともに、ご愛顧に対し厚く御礼
申し上げます。  

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／資産複合 
信 託 期 間 2014年11月21日から2020年12月18日までです。 

運 用 方 針 

国内債券NOMURA-BPI総合 マザーファンド受益証券および野村日経225 マザーファンド受益証券を主要投資対象とし、信託財産の成長
を図ることを目的に運用を行うことを基本とします。 
信託契約締結日から2014年末までの期間は、国内債券NOMURA-BPI総合 マザーファンド受益証券を高位に組み入れることを基本としま
す。なお、野村日経225 マザーファンド受益証券には原則として投資を行いません。 
2015年から2017年までの期間は、原則として、毎月、国内債券NOMURA-BPI総合 マザーファンド受益証券への投資金額のうち、当該期
間における残存月数（該当月を含みます。）で割った金額相当を野村日経225 マザーファンド受益証券に組み替えていきます。各マ
ザーファンド受益証券の合計組入比率は、原則として高位を維持することを基本とします。 
2018年以降は、野村日経225 マザーファンド受益証券を高位に組み入れることを基本とします。なお、国内債券NOMURA-BPI総合 マ
ザーファンド受益証券には原則として投資を行いません。 
効率的な運用を行うため、債券先物取引および株価指数先物取引等のデリバティブ取引を活用する場合があります。 

主な投資対象 

野村時間分散投資「日経225・国内債券」 
（限定追加型） 

国内債券NOMURA-BPI総合 マザーファンド受益証券および野村日経225 マザーファンド受益証券を主
要投資対象とします。 

野村日経225  
マザーファンド 

日経平均株価に採用されているまたは採用が決定された銘柄を主要投資対象とします。 

国内債券NOMURA-BPI総合  
マザーファンド 

わが国の公社債を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

野村時間分散投資「日経225・国内債券」 
（限定追加型） 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 

野村日経225  
マザーファンド 

株式への投資割合には制限を設けません。 

国内債券NOMURA-BPI総合  
マザーファンド 

株式への投資は行いません。 
外貨建て資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた利子・配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、利子・配当等収益等
の水準及び基準価額水準等を勘案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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野村時間分散投資「日経225・国内債券」（限定追加型）

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 銭 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

２期(2016年12月19日) 11,049    0 8.8 66.5 1.4 31.1 － 123 

３期(2017年12月18日) 13,046    0 18.1 92.9 7.9 － － 124 

４期(2018年12月18日) 12,207    0 △ 6.4 92.9 7.1 － － 81 

５期(2019年12月18日) 14,055    0 15.1 92.8 7.2 － － 74 

(償還時) (償還価額)        

６期(2020年12月18日) 15,877.81 － 13.0 － － － － 59 
 
＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記

載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドの運用方法は、設定日から2014年末までの期間は、国内債券NOMURA-BPI総合 マザーファンド受益証券を高位に組み入れるこ

とを基本とします。2015年から2017年までの期間は、原則として、毎月、国内債券NOMURA-BPI総合 マザーファンド受益証券への投資金

額のうち、当該期間における残存月数（該当月を含みます。）で割った金額相当を野村日経225 マザーファンド受益証券に組み替えてい

きます。2018年以降は、野村日経225 マザーファンド受益証券を高位に組み入れることを基本とします。以上を目指した運用を行なうた

め、該当するベンチマーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 銭 ％ ％ ％ ％ ％ 

2019年12月18日 14,055    － 92.8 7.2 － － 

12月末 13,916    △ 1.0 92.7 7.3 － － 

2020年１月末 13,641    △ 2.9 90.6 9.4 － － 

２月末 12,433    △11.5 93.0 6.9 － － 

３月末 11,225    △20.1 94.7 5.3 － － 

４月末 11,972    △14.8 94.9 4.5 － － 

５月末 12,965    △ 7.8 96.4 3.6 － － 

６月末 13,222    △ 5.9 97.8 2.2 － － 

７月末 12,874    △ 8.4 98.2 1.8 － － 

８月末 13,722    △ 2.4 95.3 4.7 － － 

９月末 13,826    △ 1.6 95.0 5.0 － － 

10月末 13,695    △ 2.6 93.5 6.5 － － 

11月末 15,756    12.1 88.0 12.0 － － 

(償還時) (償還価額)      

2020年12月18日 15,877.81 13.0 － － － － 
 
＊騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記

載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。   
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野村時間分散投資「日経225・国内債券」（限定追加型）

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2019年12月18日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

国内株式の価格の変動 
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野村時間分散投資「日経225・国内債券」（限定追加型）

○投資環境 

国内株式市場は、期首より概ね横ばいで推移しました。2020年２月下旬以降は、新型コロナ

ウイルスの世界的な感染拡大に対する警戒感などから大きく下落しました。３月下旬以降は、

各国中央銀行が金融市場への大規模な下支え策を発表したことで先行きに対する過度な不安

が和らいだことなどから反転、大きく上昇しました。５月下旬以降は、国内全域での緊急事態

宣言解除などを受けて、経済活動再開による景気回復期待が高まったことなどから上昇しまし

た。その後は、国内外の新型コロナウイルスの感染状況や米国大統領選挙の見通しなどを受け

て一進一退の展開となりました。11月以降は、米国大統領選挙の結果を受けて政治的な不透明

感が和らぎ米国株式市場が上昇したことや、新型コロナウイルスのワクチン開発進展を受けて

早期のワクチン普及による経済の正常化期待が高まったことなどから上昇しました。 
 
○当ファンドのポートフォリオ 

［野村時間分散投資「日経225・国内債券」（限定追加型）］ 

ファンドの運用方針において2018年以降は、野村日経225 マザーファンド受益証券を高位

に組み入れることを基本としています。従って、今期は野村日経225 マザーファンド受益証

券の組入比率を、期を通じて概ね高位に維持しました。ただし、償還に向け、信託終了日前に

野村日経225 マザーファンド受益証券を全売却しました。 
 

［野村日経225 マザーファンド］ 

当ファンドは、日経平均株価の動きに連動する投資成果を目指して運用を行ないます。先物

を含む実質株式組入比率は期を通じて概ね高位を維持しました。 
 
○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドの運用方法は、設定日から2014年

末までの期間は、国内債券NOMURA-BPI総合 

マザーファンド受益証券を高位に組み入れる

ことを基本とします。2015年から2017年までの

期間は、原則として、毎月、国内債券NOMURA-

BPI総合 マザーファンド受益証券への投資金

額のうち、当該期間における残存月数（該当月

を含みます。）で割った金額相当を野村日経225 

マザーファンド受益証券に組み替えていきま

す。2018年以降は、野村日経225 マザーファン

ド受益証券を高位に組み入れることを基本と

します。以上を目指した運用を行なうため、該

当するベンチマーク等はありません。 

グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額

騰落率です。   
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野村時間分散投資「日経225・国内債券」（限定追加型）

◎分配金 

償還のため分配は行ないませんでした。 

 

 

◎設定来の運用経過 

 
 

○基準価額の推移 

基準価額は、設定時10,000円から償還時15,877円81銭となりました。設定来お支払いした分

配金は１万口当たり０円となりました。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドの運用方法により、基準価額の主な変動要因は、2014年末までは国内債券の価格

の変動、2015年から2017年までの期間は国内債券と国内株式の価格の変動、2018年以降は国内

株式の価格の変動によるものでした。 

 

［国内債券NOMURA-BPI総合 マザーファンド］ 

NOMURA-BPI総合の動きに連動する投資成果を目指して運用を行ないました。債券組入比率

は概ね高位を維持し、満期構成、種別構成、デュレーション（金利感応度）、流動性などを考

慮して選択した債券に分散投資しました。 

 

［野村日経225 マザーファンド］ 

日経平均株価の動きに連動する投資成果を目指して運用を行ないました。先物を含む実質株

式組入比率は概ね高位を維持しました。 
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野村時間分散投資「日経225・国内債券」（限定追加型）

第１期（2014年11月21日～2015年12月18日） 

＜国内債券＞ 

日銀による「量的・質的金融緩和」の拡大政策により債券利回りは低下（価格は上昇）しま

した。 

 

＜国内株式＞ 

世界的な金融緩和の継続や国内公的年金が株式比率を上昇させるとの観測から上昇しまし

た。その後、中国や新興国の景気減速懸念が国内企業収益の不安につながったことなどから下

落に転じました。 

 

第２期（2015年12月19日～2016年12月19日） 

＜国内債券＞ 

日銀のマイナス金利政策の導入などから債券利回りは低下しました。期末にかけては日銀に

よる長短金利を誘導目標とした金融政策の導入や円安の進行などから債券利回りは上昇（価格

は下落）に転じました。 

 

＜国内株式＞ 

世界的な株安や英国国民投票でのEU（欧州連合）離脱派の勝利などからリスク回避的な動

きが強まり下落しました。その後、政府の景気対策への期待や米国のトランプ次期政権の景気

刺激策への期待などから上昇しました。 

 

第３期（2016年12月20日～2017年12月18日） 

＜国内債券＞ 

株式市場の上昇を受けて安全資産としての国債需要が減少する反面、北朝鮮をめぐる地政学

的リスクの高まりなどを背景にした安全資産への需要の高まりもあり、債券利回りはほぼ横ば

いの推移となりました。 

 

＜国内株式＞ 

衆議院議員選挙結果を受けた安倍政権の経済政策の継続期待や国内企業の好決算などから

上昇しました。 

 

第４期（2017年12月19日～2018年12月18日） 

＜国内株式＞ 

米国の保護主義的な通商政策が懸念される中、自民党総裁選で安倍首相が３選を果たし国内

政治動向の安定が確認されたことなどから上昇しました。その後、期末にかけて米中貿易摩擦

への懸念が高まったことなどから下落しました。 
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野村時間分散投資「日経225・国内債券」（限定追加型）

第５期（2018年12月19日～2019年12月18日） 

＜国内株式＞ 

米中貿易摩擦への懸念が再度高まったことなどから下落しました。その後、FOMC（米連邦

公開市場委員会）の利下げ決定や米中貿易協議において第一段階の合意が成立し貿易摩擦への

懸念が和らいだことなどから上昇しました。 

 

第６期（2019年12月19日～2020年12月18日） 

＜国内株式＞ 

新型コロナウイルスの世界的な感染拡大に対する警戒感などから下落しました。その後、各

国中央銀行の積極的な金融政策や国内外の経済活動再開による景気回復期待や新型コロナウ

イルスのワクチン開発進展による経済の正常化期待などから上昇しました。 
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野村時間分散投資「日経225・国内債券」（限定追加型）

○１万口当たりの費用明細 (2019年12月19日～2020年12月18日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 73  0.550  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (34)  (0.253)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (34)  (0.253)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 6)  (0.044)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0   0.001   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 0)  (0.001)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.003   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 73   0.554    

期中の平均基準価額は、13,270円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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野村時間分散投資「日経225・国内債券」（限定追加型）

○売買及び取引の状況 (2019年12月19日～2020年12月18日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
野村日経225 マザーファンド － － 43,454 81,737 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2019年12月19日～2020年12月18日) 

 

項 目 
当 期 

野村日経225 マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 8,457,636千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 15,565,556千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.54   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年12月19日～2020年12月18日) 

 

＜野村時間分散投資「日経225・国内債券」（限定追加型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜野村日経225 マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 4,389 33 0.8 4,068 9 0.2 

平均保有割合 0.4%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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野村時間分散投資「日経225・国内債券」（限定追加型）

 

＜野村日経225 マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 3 2 13 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○自社による当ファンドの設定、解約状況 (2019年12月19日～2020年12月18日) 

期首残高 
（元 本） 

当期設定 
元  本 

当期解約 
元  本 

期末残高 
（元 本） 

取 引 の 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
0 － － 0 当初設定時における取得 

 

○組入資産の明細 (2020年12月18日現在) 

 

 2020年12月18日現在、有価証券等の組入れはございません。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 

口 数 

 千口 

野村日経225 マザーファンド 43,454 
 
＊ 単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2020年12月18日現在) 

項 目 
償 還 時 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

コール・ローン等、その他 59,992 100.0 

投資信託財産総額 59,992 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

  

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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野村時間分散投資「日経225・国内債券」（限定追加型）

○資産、負債、元本及び償還価額の状況 （2020年12月18日現在) 

項 目 償 還 時 

  円 

(A) 資産 59,992,508   

 コール・ローン等 59,992,508   

(B) 負債 491,386   

 未払解約金 312,858   

 未払信託報酬 177,411   

 未払利息 123   

 その他未払費用 994   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 59,501,122   

 元本 37,474,384   

 償還差益金 22,026,738   

(D) 受益権総口数 37,474,384口 

 １万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) 15,877円81銭 
 

（注）期首元本額は52,721,493円、期中追加設定元本額は０円、期中

一部解約元本額は 15,247,109円、１口当たり純資産額は

1.587781円です。 

○損益の状況 (2019年12月19日～2020年12月18日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       253   

 支払利息 △       253   

(B) 有価証券売買損益 7,176,315   

 売買益 8,294,561   

 売買損 △ 1,118,246   

(C) 信託報酬等 △   361,950   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 6,814,112   

(E) 前期繰越損益金 14,963,408   

(F) 追加信託差損益金 249,218   

 (配当等相当額) (      39,102)  

 (売買損益相当額) (     210,116)  

 償還差益金(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 22,026,738   
 
＊ 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊ 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊ 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

○投資信託財産運用総括表 
 

信 託 期 間 
投資信託契約締結日 2014年11月21日 投資信託契約終了時の状況 
投資信託契約終了日 2020年12月18日 資 産 総 額 59,992,508円 

区   分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託 
負 債 総 額 491,386円 
純 資 産 総 額 59,501,122円 

受益権口数 1,000,000口 37,474,384口 36,474,384口 受 益 権 口 数 37,474,384口 
元 本 額 1,000,000円 37,474,384円 36,474,384円 １万口当たり償還金 15,877円81銭 

毎計算期末の状況 

計 算 期 元 本 額 純資産総額 基準価額 
１万口当たり分配金 

金   額 分 配 率 
第１期 126,884,491円 128,875,902円 10,157円 0円 0％ 
第２期 111,323,122   123,001,815   11,049   0   0   
第３期 95,527,453   124,626,497   13,046   0   0   
第４期 67,051,063   81,847,547   12,207   0   0   
第５期 52,721,493   74,101,940   14,055   0   0   

 
  
○償還金のお知らせ  

１万口当たり償還金（税込み） 15,877円81銭 
 
  
○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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